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図１－２  地震調査委員会による千島海溝側のプレート形状 

（2004 年 4 月時点） 
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図１－３  専門調査会による海溝軸 
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図１－５ プレート形状の断面図 

 赤色実線はプレート形状、青色▼は海溝軸の位置 

 青色●は気象庁震源、緑色●は NEIC震源（M4.5以上） 

 橙色●は海底地震計による 2003年十勝沖地震余震の震源 

 黒色実線は海底面、緑色実線は地表面 

矩形は断面の位置 

番号は断面の番号 

赤線はプレート等深度線 

      （専門調査会） 

青線は海溝軸 
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